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令和８年３月定例会において、令和７年度補正予算案および

令和８年度予算案ならびにこれに関連する諸議案を提出し、ご

審議いただくにあたり、私の市政運営に関する所信を申しあげ

ます。  

 

私たちの暮らしを取り巻く経済情勢は、緩やかに回復してい

ると言われています。しかし、賃金の伸びが物価の上昇に追い

ついておらず、日々の暮らしの中での実感としてはまだまだ厳

しい状況にあります。目下の物価高騰に対しては、市として速

やかに対策を講じており、市民の皆さんの暮らしをしっかりと

支え、地域経済の好循環につなげてまいります。  

 

昨年をふりかえりますと、４月に府内の中核市として初めて

児童相談所を設置しました。子ども・子育ての相談支援を担う

はぐくみセンターと両輪で、豊中の子どもは豊中でしっかりと

守り育てていくことを基本に、地域のみなさんと一緒になって、

子どもの成長に合わせた切れめのない支援を提供しています。 

８月に一部開園した豊中つばさ公園「ｍａ－ｚｉｋａ」は、

連日多くの方々にお越しいただいており、豊中の新しい名所と

なっています。  
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南部地域では、２校目の義務教育学校となる庄内よつば学園

がいよいよ今年４月に開校します。また、旧庄内さくら学園中

学校跡地の活用事業者が決定しました。スポーツ施設やスーパ

ーマーケット、飲食施設、子ども関連施設を備えた新たなラン

ドマークが、令和１０年にオープン予定です。南部地域が、さ

らに便利で暮らしやすいまちに進化していきます。  

千里中央エリアは、新たな「せんちゅう」に向けて、都市格

にふさわしい魅力ある商業施設やオフィスを誘致するため、大

規模な補助制度を設けました。民間投資の呼び込みと合わせて

千里東町公園と千里中央公園を都会のオアシスとしてリニュ

ーアルしていきます。  

まさに今、南北それぞれのエリアから、まち全体が大きく変

わろうとしています。  

 

若い世代の皆さんの活躍も光りました。  

大阪・関西万博では、ギネス世界記録へのチャレンジとして、

市内の小・中学校、高校から１２校がマーチングバンドに、ま

た、小学生５人がホイール縄跳びに挑戦し、いずれも見事に達

成されました。さらに、本市の高校生がインターハイや国民ス

ポーツ大会など、全国レベルの大会での優勝という、輝かしく
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嬉しいニュースが続きました。  

 

さて、今年、本市は市制施行９０周年の節目を迎えます。豊

中の礎を築かれた先人の努力に思いを致すとともに、今日まで、

地域の発展に尽くしてこられた市民や事業者のみなさまにあ

らためて敬意を表します。  

長年にわたり継承されてきた歴史や文化、市民の誇りを、次

世代にしっかりとつなぎ、豊中をさらに発展させていくことが、

私の使命であると考えています。  

 

私は、市長就任以来、「創る改革」を市政運営の基本理念に据

え、市民の皆さんとお約束した公約を実現するための基本政策

の推進に、全身全霊を傾けて取り組んでまいりました。  

これまでの主な取組みと成果を、基本政策の六つの柱ごとに

振り返りますと、まず、「健やかに育ち、楽しく学ぶことができ

るまち」として、一人ひとりが望む家庭生活や働き方を選択し、

安心して子どもを産み育てられる豊中ならではの環境づくり

に取り組んでまいりました。第２子以降の保育料の無償化や、

いわゆる「小１の壁」を無くすための朝７時からの小学校の校

門開放、子どもの居場所の拡充など、一人ひとりの子ども・家
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庭の状況やニーズに応じた支援を行っています。小・中学校に

おいては、豊中版教育無償化として修学旅行費や教材費など義

務教育９年間で約２４万円の保護者負担費を無償化したのを

はじめ、小学校の給食費無償化を今年１月から開始しています。

また、市有地への中学校給食工場の誘致にあたり、不動産証券

化の手法を全国で初めて導入しました。これにより、令和１０

年 1 月から市内で調理した温かい中学校給食を提供できるよう

になります。このほか、すべての学校体育館にエアコンを設置

しました。中央図書館については、市民の利益を総合的に判断

し、曽根駅前の民有地を第一候補地として進めてきた協議を打

ち切り、現在、豊島公園内での整備について検討を進めていま

す。  

 

二つめに、「安全、安心に暮らせるまち」として、全国各地で

頻発する自然災害の教訓を踏まえ、避難所の環境を改善するた

め、簡易ベッドやトイレ、テントなどの備蓄を増強したのをは

じめ、本年にはトイレトラックも導入します。災害対応ドロー

ン隊「ＫＩＴＥ（カイト）」の新設や、地域の安否確認や避難者

情報のデジタル化など、防災ＤＸを進め、災害時に、より迅速・

的確に対応できる仕組みを強化しました。また、子どもたちの
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登下校の安全確保や防犯対策として、見守りカメラを２１８台

増設しました。  

 

三つめに、「選んでもらえるまち」として、南部地域の活性化

に向け、豊中市初の義務教育学校・庄内さくら学園と庄内コラ

ボセンターの開設、都市計画道路・穂積菰江線の整備など、公

共施設や都市インフラに重点的に投資してきました。その成果

は、未就学児の人口増加率および路線価の上昇という実績とな

って現れています。千里中央エリアについても、千里中央公園

のリニューアル第一弾として民間活力によりイタリアンカフ

ェを設置したのをはじめ、千里中央地区活性化基本計画の実現

に向けて、官民連携で次代の都市拠点として生まれ変わらせる

ため、市制施行以来最大となる７０億円の補助制度を創設しま

した。このほか、服部天神駅前広場の整備や花いっぱい大作戦

の展開など、魅力ある都市空間づくりを進めました。  

 

四つめに、「いきいきと暮らせるまち」として、地域包括ケア

システムを深化し、分野を超えた多機関連携による重層的な相

談支援体制を強化しました。介護人材確保・定着のための大規

模な補助制度の創設や、ＩＣＴを活用した高齢者の見守りサー
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ビスの導入、帯状疱疹ワクチンの接種費用の助成も行いました。

また、不妊治療費の助成や市立豊中病院での無痛分娩の導入、

産後ケアの拡充など、妊娠前からの切れめのない支援を充実し、

誰もが住み慣れた地域で健やかに安心して暮らせる環境を整

えました。さらに、この年末年始にはインフルエンザの流行に

備えて、医師会や薬剤師会など関係機関のみなさんのご協力の

もと、毎日１０か所の薬局を開けていただき、市立豊中病院で

オンライン診療を行いました。利用された方からは、非常に助

かったとの高い評価をいただいています。  

 

五つめに、「魅力と活力あふれるまち」として、本市独自のデ

ジタル地域通貨・マチカネポイントを導入しました。プレミア

ム付きデジタル商品券の発行やポイントの付与・還元により、

市内の消費を喚起し、地域の中での経済の循環を高めています。

マチカネポイントアプリのダウンロード数は１６万７千件を

超えており、多くの人にご利用いただいています。また、豊中

ローズ球場の大規模改修、高校野球発祥の地・豊中ミュージア

ムの開設、豊中つばさ公園「ｍａ－ｚｉｋａ」の一部開園など、

本市の魅力を体感できる場を整備するとともに、姉妹都市・サ

ンマテオ市や兄弟都市・沖縄市との交流により、友好を深めて
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きました。  

 

最後に六つめ、「持続的で豊かなまち」として、デジタルを徹

底的に活用し、行政手続きの１００％オンライン化を実現した

のをはじめ、市からのお知らせのパーソナル配信や「書かない

窓口」の導入など、行政サービスをさらに便利に、使いやすく

進化させました。また、４年間で企業や大学、民間団体と７４

件の連携協定を結び、例えば家庭の廃食油を航空燃料にリサイ

クルする取組みなど、市政に民間の発想や考え方を取り入れな

がら、新たな価値やサービスの創出に取り組んできました。  

 

これら基本政策の進捗率といたしましては、４年間を通して

９８％となる見込みです。  

２年ごとに実施している市民意識調査では、豊中に住み続け

たいと思う割合が８５％を超える高い水準を維持しています。

特に今年度の調査においては、子育てと教育・保育環境に対す

る満足度が前回よりも２ポイント以上、上昇しており、こども

政策に重点的に投資してきたことが評価されているものと受

けとめています。  

また、この間の財政状況を見ますと、令和７年度の市税収入
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は２８年ぶりに過去最大を更新する見込みであり、財政調整基

金の積み立て額や市債の残高も良好な水準にあり、未来にツケ

を残さない安定的な財政運営を確実に推進しています。  

これまで着実に市政を進めることができましたのは、ひとえ

に市議会や市民のみなさまのご理解とご支援の賜物であり、あ

らためて心よりお礼を申しあげます。  

 

令和８年度予算につきましては、市長改選期にあたるため、

当初予算は骨格予算としています。経営戦略方針にお示しして

いる三つのプロジェクトについては、いずれも順調に取組みを

進めており、これら継続的な事業については、中断を招くこと

のないよう、当初から必要な予算措置を講じることとしていま

す。  

 

まず、取組みの核となる「子育てしやすさＮＯ．１プロジェ

クト」については、蛍池駅西側の旧起業チャレンジセンター跡

地に、令和９年１月、里親支援センターと児童家庭支援センタ

ーを新たに開所します。社会的養育が必要な子どもの安全・安

心を守る役割を担う両センターが、それぞれの専門性を活かし

ながら連携するという先進的な取組みであり、日本財団による
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建設費全額の支援をいただき、整備を進めています。また、子

育ての不安や負担感をやわらげるため、生成ＡＩを活用した子

育て相談のチャットボットを導入し、保護者が２４時間いつで

も必要とする支援やサービスを見つけやすくします。  

 

二つめの「快適・にぎわい・憩い空間づくりプロジェクト」

については、千里中央エリアを次代の都市拠点として生まれ変

わらせるため、建設工事に対する７０億円の補助制度に加えて、

商業施設・オフィスビルの立地に対し１０年間で最大２０億円

となる奨励制度を設け、民間の投資を大胆に後押しします。ま

た、ふれあい緑地の街区全体の回遊性を高め、活性化するため、

飲食施設を誘致するとともに、屋根付き広場と子どもが楽しめ

るふわふわドームを整備するほか、ボールパークを本格展開し

ます。  

 

三つめの「とよなかエコシステム推進プロジェクト」につい

ては、千里中央地区や大阪空港駅周辺などへの宿泊施設の立地

を促進し、広域から多様な人が訪れる、エリア全体の魅力と賑

わいを創出します。本社機能や地域特性・市民ニーズを踏まえ

た事業者の立地を促進し、本市経済の活性化につなげます。ま
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た、大阪大学、りそな銀行との公民学連携により、企業版ふる

さと納税を活用した大阪大学発スタートアップ支援に取り組

み、共創による新たな価値やサービスの創出をめざします。  

 

このほか、まちづくりの基本的な指針となる新たな総合計画

および都市計画マスタープランの策定に向けた取組みを進め

ます。  

 

変化の激しい現代社会においては、変えないこと、変わらな

いことがリスクとなります。変化を正しくとらえる現状認識、

前例や慣例にとらわれない新たな発想、古いものを新しいもの

に変革していく飽くなき挑戦、すなわち「創造的破壊」が、発

展・成長の原動力となります。行政が自ら変化し、時勢やニー

ズに迅速かつ柔軟に対応し、市民の信頼に応えてまいります。 

 

市政運営にあたっては、平和主義、民主主義、基本的人権の

尊重という憲法の理念や自治基本条例の原則にのっとり、柔軟

な発想と行動力、都市経営の視点をもって進めます。  

 

以上の施策を含めた令和８年度の予算規模としましては、  
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一 般 会 計  ２，０６９億  ４，６７１万９千円  

特 別 会 計  ９４１億  ８，５４２万６千円  

病 院 事 業 会 計  ２９０億  ７，９４８万６千円  

水 道 事 業 会 計  １３４億  ４，５０１万８千円  

公共下水道事業会計  ２４３億  ８，１３０万３千円  

合 計  ３，６８０億  ３，７９５万２千円  

で、前年度予算と比べまして、全会計では０．３５％減、一

般会計では０．２７％減となっています。  

 

 それでは、基本政策の六つの柱にそって、主な内容につき

まして、順次ご説明を申しあげます。   
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子育て・教育〔健やかに育ち、楽しく学ぶことができるまち  

とよなか〕  

まず、「健やかに育ち、楽しく学ぶことができるまち  とよ

なか」です。  

「子育てしやすさＮＯ．１プロジェクト」の取組みについ

て、さらなる高みをめざして進めてまいります。  

 

「小１の壁」の解消に向けては、放課後こどもクラブの入

会要件を緩和し、こども園と統一するとともに、１室あたり

の児童数、概ね４０人に向けて、引き続き良好なクラブ環境

を整えていきます。  

また、保護者が時間と心にゆとりをもって子育てできるよ

う、こども誰でも通園制度を１０園で実施するほか、新たに

立ち上げた子育てポータルサイトを充実させ、家事・育児の

支援サービスや相談窓口、各種の手続きなど、子育てに関す

るさまざまな情報をよりわかりやすく提供します。  

 

教育の質・機会をさらに充実させる取組みとしては、学校

や放課後等の学習状況を一元的にマネジメントする教育ダッ

シュボードをすべての小・中学校に展開し、子どもたち一人
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ひとりの学習状況に合わせた、よりきめ細やかな支援や指導

を行います。  

また、誰ひとり取り残さない学びへのアクセスを確保する

ため、学びの多様化学校「彩葉（いろは）中学校」の令和９

年４月の開校に向けた整備を進めます。  

 

子ども・子育てをまるごと支援する取組みとしては、待機

児童解消に向けて、新たに保育施設を２園、開園するととも

に、既存施設の増改築や認定こども園への移行促進、保育士

助成金による人材確保により、さらなる保育定員の確保を確

実に進めます。  

産後の心身不安をやわらげる産後ケアについては、アウト

リーチ型のサービスを導入します。加えて、子育て世帯が身

近に頼れる居場所として、「マイ子育てひろば」をすべての小

学校区に設置するほか、厳しい家庭環境にある子どもを見守

り支える児童育成支援拠点や豊中型認定居場所を、すべての

中学校区に設けるなど、地域における包括的な見守り支援の

ネットワークを強化します。  

 

これらの取組みに加え、４月からも小学校給食費を無償と
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するほか、子どもたちの学びの環境づくりとして、今年４月

に、２校目の義務教育学校「庄内よつば学園」の開校、ま

た、北丘・東丘の両小学校と第八中学校において、義務教育

９年間をとおした授業カリキュラムを進める学園制を新たに

導入し、「千里わかば学園」としてスタートします。  

 

災害・感染症対策〔安全、安心に暮らせるまち  とよなか〕  

次に、「安全、安心に暮らせるまち  とよなか」です。  

昨年、南海トラフ地震の被害想定や発生確率が見直されま

した。全国各地で地震や豪雨による災害が頻発し、被害が激

甚化していることを踏まえ、本市の地域防災計画の改定を進

めるほか、衛星通信サービス（スターリンク）や災害用の入

浴設備の導入、医療用ポータブル電源など福祉避難所特有の

物資の備蓄強化など、市民の皆さんの生命と財産を守る備え

を一層充実します。  

 

昨年、自転車での転倒により、お亡くなりになられた事故

が豊中でも発生しました。救える命をしっかりと守るため、

自転車用ヘルメット購入の補助制度を設けます。  
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救急・消防については、救急車の計画的な更新や、救急救

命士の２４時間配置を活かした市立豊中病院との一層の連携

と技能の向上など、救命力の強化に取り組むとともに、マイ

ナンバーカードにより傷病者の医療情報を把握するマイナ救

急を推進します。  

 

また、市民や事業者の皆さんが散歩や清掃活動などを行う

際に、地域の見守りの視点を加えて活動いただく“ながら防

犯”を支援することにより、地域全体の防犯力を高めます。  

 

上下水道事業については、計画的に施設の改築更新と長寿

命化を進めるとともに、水道施設の維持管理において、人工

衛星を活用した漏水調査を導入します。  

 

病院事業については、経営改革を徹底し、地域の診療所や

薬局と連携して地域医療をしっかりと支えるとともに、小

児・周産期医療や、がん診療をはじめとする高度専門医療、

緊急症例への対応など、より質の高い医療を提供します。  

 

まちづくり〔選んでもらえるまち  とよなか〕  
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次に、「選んでもらえるまち  とよなか」です。  

「快適・賑わい・憩い空間づくりプロジェクト」として、

駅周辺や公園、歩行空間を大胆に変えていくことで、良好な

住環境にさらに磨きをかけ、豊中ブランドの価値を高めま

す。  

 

千里中央地区では、  質の高い魅力ある都市機能の導入を促

し、未来志向の、まさに北部大阪の都市拠点にふさわしいま

ちへ大リニューアルします。千里東町公園の改革第一弾とし

て、インクルーシブ遊具のある乳幼児向け広場を新たに整備

します。  

 

南部地域においては、民間活力により旧庄内さくら学園中

学校跡地の整備を進めるとともに、旧野田小跡地の利活用事

業者の選定を行うなど、引き続き、地域全体の魅力づくりと

活性化に取り組みます。  

 

曽根駅周辺については、多世代が集い賑わう、エリア全体

のまちづくりに向けて、豊島公園の大改革と中央図書館整備

の検討も含めて、市民や事業者の皆さんと対話を重ねながら
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取組みを進めます。  

 

豊中・岡町駅周辺では、豊中駅周辺地区整備の基本計画の

策定や、地域のまちづくり活動の支援など、魅力ある都市拠

点の形成を推進します。  

 

服部緑地から大阪国際空港までの東西軸については、豊中

つばさ公園「ｍａ－ｚｉｋａ」に、大屋根付きマルシェ広場

や遊具広場、飲食施設などを整備し、令和９年３月に全面オ

ープンします。空港のあるまちならではの新名所を、より多

くのみなさんに、思い思いの楽しみ方で快適にご利用いただ

けるようになります。  

 

次に、快適な移動空間を充実させるために、乗合タクシー

「ＭｉｎａＮｏｔｔｅ（みなのって）」を、西部・南部に加え

北部地域でも運行するほか、保護者が、子育て施設まで安全

で快適に子どもの送迎ができる「こどもの安心送迎ルート」

の整備を進めます。  

 

地域の公園については、小学校区に一つのボールパーク設
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置に向け段階的に整備を進めるほか、利用ニーズや地域特性

に応じた機能の拡充や、バリアフリー化・遊具更新に合わせ

た魅力向上に取り組みます。  

 

また、ゼロカーボンシティの実現に向け、新たに脱炭素経

営に取り組む事業者を伴走支援するとともに、そのネットワ

ークづくりを進めます。  

 

健康・共生〔いきいきと暮らせるまち  とよなか〕  

次に、「いきいきと暮らせるまち  とよなか」です。  

市民一人ひとりが、住み慣れた地域で、健やかに安心して

暮らし続けられるまちづくりを進めます。  

 

女性支援については、居場所を提供する民間団体への補助

制度を創設するとともに、すてっぷに女性活躍の推進拠点を

設け、ワンストップで就労や起業の支援を行います。  

 

デジタル技術を活用し、現場の生産性向上や従事者の負担

軽減に取り組む事業者に対し、介護のさらなるＤＸを支援す

るなど、介護サービスの質の向上に取り組みます。  
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健康医療については、４月から、ＲＳウイルスワクチンが

定期接種に追加されることから、対象となる妊婦の接種を無

償で実施します。  

 

地域交流の場づくりとして、介護予防センターなどの公共

施設を、様々な世代が集まり、交流し、過ごすことができる

施設に発展的に転換していく取組みを、引き続き地域のみな

さんと対話しながら進めます。  

 

魅力活力・躍進〔魅力と活力あふれるまち  とよなか〕  

次に、「魅力と活力あふれるまち  とよなか」です。  

本市の地域特性を活かし、地域経済を活性化させる「とよな

かエコシステム推進プロジェクト」により、まちの発展・成長

につなげます。  

 

新たに創設したさまざまな奨励・補助制度により、都市拠点

となるエリアに民間投資を呼び込み、本市経済の活性化につな

げます。  

また、公民連携によるスタートアップ支援等を通じて、地域
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経済とのマッチングを図るほか、旧島田小学校の校舎を改修し、

一部を産業振興施設として活用します。  

 

スポーツをより広く楽しんでもらえるよう、民間活力により

体育館のトレーニング機器を刷新します。また、体育施設の稼

働日数を拡大するほか、新たに整備した学校体育館のエアコン

使用に対する補助制度を設けます。  

 

市制施行９０周年を記念し、箕面自由学園高校と梅花高校の

チアリーディング部の皆さんに、 “チアのまち”をアピールす

るアンバサダーとして活動いただくとともに、子どもたちと日

本センチュリー交響楽団の演奏を披露するなど、多くの市民の

みなさんとともに祝う式典を執り行います。  

 

変革〔持続的で豊かなまち  とよなか〕  

最後に、「持続的で豊かなまち  とよなか」です。  

デジタル技術や民間資源の活用、事務のアップデートによ

り、時代の変化に合わせた市民サービスや事業手法を生み出

していきます。  
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申請等の受付から手続きの完了までを一貫してオンライン

上で行うデジタル手続きや、パーソナル配信を拡充し、行政

手続きの利便性をさらに向上します。加えて、市役所本庁舎

にスマートフォンを導入し、柔軟な働き方による生産性向上

と災害時の機動力ある対応を推進するとともに、音声アナウ

ンスや通話録音機能を活用し、サービス向上やカスタマーハ

ラスメント防止に向けた取組みも進めます。  

 

また、令和６年度決算が一部不認定となった事態を大変重

く受け止めています。強い危機感を持って、事務の適正な執

行を確保する内部統制を強化し、前例や慣習にとらわれるこ

となく、積極果敢にチャレンジしていく組織風土を醸成しま

す。  

 

公民学連携については、専門的な技術やノウハウを持つ民

間の副業・兼業人材の活用を進めるとともに、市が課題を提

示して民間と連携して解決をめざすリバースピッチを開催す

るなど、様々な企業や大学等との共創をさらに進めます。  

 

人材戦略については、就職氷河期世代や公務員経験者な
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ど、多様な人材を対象とした職員採用試験を実施し、優秀な

人材を確保します。また、未来を担う人材の確保・育成のた

めの新たな人材戦略を策定します。  

 

また、ＳＮＳや動画を活かした“魅せる”情報発信を充実

するとともに、市民と行政のコミュニケーションのさらなる

強化に向け、新たな広報戦略を策定します。  

 

財源の創出にあたっては、「創る改革」を基本に、ビルド・

アンド・スクラップを徹底するとともに、ふるさと納税やク

ラウドファンディングによる歳入の拡大をはじめ、学校跡地

への民間活力導入など市有資産の有効活用に新たな発想をも

って取り組みます。  

 

以上、極めて概括的ではありますが、基本政策の六つの柱

ごとに内容を説明させていただきました。  

 

本日、ご提案いたしました予算案およびその他の諸議案に

つきまして、関係職員からご説明いたしますので、よろしく

ご審議いただきますようお願い申しあげます。   
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この機会をお借りいたしまして、次期市長選挙に対する私

の思いと決意の一端を述べさせていただきます。  

  

私は、「創る改革」を基本理念に、２期８年にわたり豊中市

のリーダーとして、この素晴らしい豊中を未来につなぐた

め、まちの発展・成長と市民の皆様の幸せの向上に、全力を

尽くしてまいりました。  

２期目においては、特に「子育てしやすさＮｏ .１」を掲

げ、子どもとその家庭を全力でサポートする取組み。公園・

歩行空間・駅周辺エリア・公共施設について、単に用事を済

ませるだけではなく、そこにいるだけで心が休まる・潤う場

に変えていく取組み。民間投資を呼び込み地域経済を元気に

する取組み。これら３つの取組みへの重点的な投資を行って

きました。  

これらはすべて「未来への投資」です。  

 

未来への投資は、都市経営の戦略に基づき、市の内部から

湧き上がる活力と外部から取り込む活力を重ね合あわせ、発

展・成長の好循環を生み出そうとするものです。  

こうした未来への投資を確実に実行するため、徹底的な改
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革もあわせて行ってきました。  

将来を見据えた財政調整基金への積立や市債残高の管理な

ど、未来につけを残さない責任ある財政運営を進めてまいり

ました。また、民間との共創、ＤＸ、既成概念にとらわれな

い歳入確保、市有資産の有効活用など様々な改革により財源

を創出しています。  

  

私は、常に現状打破の姿勢で取り組むとともに、未来への

投資を進めなければならないと痛感しています。  

市の調査では、市民の皆様から「住み続けたいまち」とし

て、この間、高い評価を得ています。  

これまでの取組みを土台とし、『創る改革』をさらに「シン

カ」させることにより、動き出した変化の波を止めることな

く、さらに上のステージをめざし、豊中で暮らす・過ごす満

足度を高めてまいります。  

また、私は、常に未来のとよなかを担う子どもや若者を軸

に据え、都市経営を行ってまいりました。彼ら彼女らの夢と

希望を後押しし、市民の皆さんと一緒に育んできた本市の強

みに磨きをかけながら、多様な選択肢と居場所があり、チャ

レンジができる、そして、誰もが愛着と誇りを胸に「豊中で
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暮らしている」「豊中出身」と語れるまちを創りあげていきま

す。  

 

先人から受け継いできた素晴らしい豊中のまちは、いつも

「人」が中心となり、財産となり、発展を遂げてきました。

市民の皆さんお一人おひとりがまちの主役です。そんな皆さ

んとこれからも一緒に、ワンランク上のまちをめざし未来を

切り拓いていく不退転の覚悟をもって、本年４月の市長選挙

において厳正な審判を仰ぐことを決意いたしました。  

議員の皆様方には、この間、私にお寄せいただきましたご

支援に感謝を申しあげるとともに、４０万市民の先頭に立ち

責任をもって、豊中のさらなる発展・成長と市民の皆様の幸

せの向上を実現することをお誓い申しあげまして、豊中市長

選挙立候補に際しましての決意表明とさせていただきます。  


